
- 1 -

指導の重点

・社会的事象に関する基礎基本の定着をはかる。

・指導内容、板書の構造化を図り、反復学習に取り組ませる。

・各時代の内容をまとめ、的確に表現できるようにさせる。

・言語活動を通して考察を深めさせる。

指導計画（歴史・公民 週１時間）
評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 関心・意欲 社会的な思考 資料活用の 社 会 的 事 象 評価 モジュー

態度 判断・表現 技能 の知識・理解 方法 ルの内容

歴史 ４節 アジアの日本から世界の日本へ

４ ・朝鮮の支配を争った日清戦争

月 第５章 ・日露戦争と日本の立場 歴史を学ぶ意義を 歴史的な視野から 各時代に当てはめ 歴史学習の探求 ＊発言

近代日本の ・ぬりかえられたアジアの地図 理解し意欲的に学 事物・事象の意味 事物や事象をまと 的 方 法 を理 解 す

歩みと国際 ・近代日本をささえた「糸」と「鉄」 習する。 や意義を捉えるこ めることができる。 る。 ＊グルー

５ 社会 ・「一等国」の光と影 とができる。 各時代を年表まと プ学習

月 めることができる。 の発表

１節 世界情勢と大正デモクラシー ①二度の世界大戦 ①各国の動きにつ ①表やグラフなど ・ま と

・第一次世界大戦と総力戦 について関心を持 いて、公正に判断 を用いて、客観的 ①二度の世界大 め

第６章 ・日本の参戦と戦争の影響 ち、なぜこのような し、自分の意見を な統計から、当時 戦とその間の出来

二つの世界 ・平和を求める声を独立を求める声 戦争を引き起こし 述べている。 の情勢を読み取っ 事について、世界 ＊発表

６ 大戦と日本 ・民衆が選ぶ政党による政治 てしまったのかに ている。 の動きと関連させ

月 ・都市の発展と社会運動 ついて、追究する ②日本の政治・経 ながら、概要を理 ＊ 授 業 ま

・大衆の文化・街頭の文化 態度を身に付けて 済・外交の動きを世 ②写真や日記、記 解している。 とめ

いる。 界の動きと関連さ 録などの資料を活

２節 日本がアジアで行った戦争 せながら考え、当 用し、当時の国民 ②二度の世界大戦 ＊レポート

７ ・世界恐慌と各国の選択 ② 戦 争 体 験 者 な 時の日本のとるべ の生活の様子を読 のころの日本の政 提出

月 ・行きづまる日本の選択 ど、当時を知って き道を判断し、自 み取っている。 治・経済・社会・文化

・おしすすむ日本と抵抗する中国 いる方々に話を聞 分の意見を述べて の動きについて理 ＊提出物

・戦争の拡大から第二次世界大戦へ く機会を、意欲的 いる。 解し、知識を身に

９ ・植民地の支配と抵抗 に利用しようとし 付けている。 ＊定期考

月 ・長びく戦争と苦しい生活 ている。 査

・1945 年８月、原子爆弾の投下

・それぞれの敗戦と「戦後」の出発 ＊小テス

ト

第７章 １節 戦後日本の成長と国際関係 ①祖父母、親の体 ①戦後の日本の歩 ①表やグラフなど ①終戦から現在に

1 0 現代の日本 ・新時代に求められた憲法 験などを積極 的 みについて考え、 数量的資料を積 至るまでの出来

月 と世界 ・冷たい戦争と国際連合 に聞き、個人の歴 時代が大きく変わ 極 的に活用 して 事の概要につい

・日本の独立と安全保障 史と日本全体の る時期をとらえ、 いる。 て、世界の動きと

・高度経済成長とよばれる発展 歴史 とを関連 付 自分の意見を述 関連させて理解

・国際関係の変化と日本 けている。 べようと努めてい ② 多くの 写真 や し、その知識を身

1 1 る。 実物資料を用い に付けている。

月 ２節 これからの日本と世界 ② 地 球 市 民 とし て、当時の生活を

・変化する世界と日本 て、世界的な視野 実感している。 ②終戦から現代

・いまの自分にたちかえって を持つ公正な歴 に至 るまでの問

史観を持とうと努 題や、日本や世

めている。 界の抱える将来

の 課題 を理 解し

ている。

12 公民 １節 国際社会と世界平和 ①国際社会の抱 ①様々な統計資 ①国際社会の諸 ①世界平和の実

月 ・地球のさまざまな姿 える諸課題に対 料や写真、新聞 課題に関する様 現と人類の福祉

第５章 ・国際社会における国家 する関心を高め、 記事などから、国 々な資料を収集 の増大の観点か

地球社会と ・国際連合のしくみと働き 課題を意欲的に 際社会の抱える し、学習に役立つ ら、国家間の相互

わたしたち ・地域主義の動き 追究し、よりよい 諸課題を見いだ 情報を適切に選 の主権の尊重、

・新しい戦争 地球社会を築くた し、世界平和の実 択し、的確に読み 各国民の相互理

・世界平和のために めの解決策につ 現と人類の福祉 取っている。 解と協力の大切

いて考え続けよう の増大について さについて理解し

１ ２節 国際問題とわたしたち とする態度が見ら 様々な視 点から ている。

月 ・文化の多様性 れる。 考 察 す るととも

・地球環境問題 に、持 続 可 能 な ②国際社会の様
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２ ・資源・エネルギー問題 社会 のあり方 に 々な課題や、その

月 ・貧困問題の現状 ついて、様々な観 解決のための取

・世界の中の日本 点や立場から判 り組み、日本の国

・よりよい地球社会のために 断している。 際貢献について

理解し、その知識

②国際社会の諸 を身 に付 けてい

課題やその解決 る。

への取り組みに

ついて考察し、過

程や結果を図表

に表現したり、レ

ポートにまとめた

り、発表や討論な

どを行ったりして

いる。

指導計画（公民 週３時間）
評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 関心・意欲 社会的な思考 資料活用の 社 会 的 事 象 評価 モジュー

態度 判断・表現 技能 の知識・理解 方法 ルの内容

４ 第１章 １節 現代社会と私たちの生活 ①現代日本の特 ①現代日本に見 ①写真や統計資 ①現代日本の特 Ｎｏ１

月 わたしたち ・グローバル化・ 色や日本の伝統 られる特色や、現 料などから、現代 色や、現代社会 ＊発言 地球のすが

の生活と現 ・情報化 や文化に対する 代社会における 社会の特色や、 における文化の た

代社会 ・少子高齢化 興 味 ・関 心 を高 文化の意義や影 現代社会におけ 意義や影響につ ＊グルー

め、それらが社会 響について、多面 る文化の意義や いて理解し、その プ学習の Ｎｏ２

２節 わたしたちの生活と文化 生活にどのような 的・多角的に考察 影響について読 知識を身に付け 発 表 ・ま 日本のすが

・現代社会における文化の意義 影響を与えている し、その過程や結 み取っている。そ ている。 とめ た

・くらしに生きる伝統文化 か、また、自分た 果を適切に表現 の際、地理的分

・日本文化の多様性 ちは その 中 でど している。 野、歴史的分野 ②現代社会をとら ＊発表

・文化の継承と創造 のように生きてい の学習内容との える見方や考え Ｎｏ３

くべきかなどにつ ②社会生活にお 関 連 や 、それ ぞ 方の基礎として、 ＊授業ま 身近な地域

５ ３節 現代社会の見方や考え方 いて考えようとし ける物事の決定 れの事象が相互 対立と合意、効率 とめ の調査

月 ・社会集団の中で生きるわたしたち ている。 の仕方やきまりの に関連しているこ と公 正 などの 見

・効率と公正 意義について、身 とに着 目 してい 方や考え方があ ＊レポー Ｎｏ４

・きまりをつくる目的と方法 ②現代社会をとら 近な生活と関連 る。 ることに気付き、 ト提出 世界から見

・きまりの評価と見直し える見方や考え 付 け てとらえた それらを理解して た日本の自

方について、事例 り、現代社会をと いる。 ＊提出物 然環境

をもとにした学習 らえる見方や考え

活動に意欲的に 方に基づいてまと ＊定期考 Ｎｏ５

取り組み、これ以 めたり、発表した 査 世界と日本

降の公民的分野 りしている。 の 資 源 ・産

の学習に対する ＊小テス 業

関心を深めてい ト

る。 Ｎｏ６

世界と日本

６ 第２章 １節 人権と日本国憲法 ①個人の尊重の ①日本の政治が ①人間の尊重に ①個人の尊重の の 人 口 ・生

月 人間の尊重 ・ちがいのちがい 考え方 と法 に対 日本国憲法に基 ついての考え方 考 え方 、社 会 生 活・結びつき

と日本国憲 ・人権の歴史 する関心を高め、 づいて行われて や法に関する様 活における法の

法 ・日本国憲法の基本原理 それ らを意 欲 的 いることの意義に 々な資料を収集 意義と法に基づく Ｎｏ７

・日本の平和主義 に学習し、社会の ついて、具体的な し、学習に役立つ 政治の重要性、 世界の諸地

形成者としての立 事例から課題を 情報を適切に選 日本国憲法の基 域（１）

２節 人権と共生社会 場から民主的な 発 見 して様 々 な 択して、読み取っ 本 原 理 （国 民 主

・基本的人権と個人の尊重 社会生活につい 視 点から考察し、 たり、図表などに 権、平和主義、基 Ｎｏ８

・平等権と共生社会 て考えようとして その過程や結果 まとめたりしてい 本 的 人 権 の 尊 世界の諸地

・自由権 いる。 を適切に表現して る。 重）、天皇の地位 域（２）

・社会権 いる。 と国 事 に関 する

・人権保障を確かなものに ②現代社会にお 行為について理 Ｎｏ９

ける人権に関す ②人権思想の展 解し、その知識を 日本の諸地

７ ３節 これからの人権保障 る課 題 について 開と日本国憲法 身に付けている。 域（１）

月 ・社会の変化と「新しい人権」 関心を持ち、意欲 の成立について、

・グローバル社会と人権 的 に追 究 してい 歴史的分野の学 Ｎｏ10
・人権の考え方を使って社会を見て る。 習内容を踏まえ 日本の諸地
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みよう て、多面的・多角 域（２）

的に考察し、過程

や結果を適切に Ｎｏ１１

表現している。 文明のおこ

りと日 本 の

第３章 １節 現代の民主主義 ①国や地方公共 ①政治に関する ①国や地方公共 ①国や地方公共 成り立ち

現代の民主 ・市長になって考えてみよう 団体の政治に対 様々な話題や課 団体の政治に関 団体の政治の仕

政治と社会 ・民主主義と政治 する関心を高め、 題について、対立 する新聞記 事や 組みについて、主 Ｎｏ１２

・政党と政治 学習に意欲的に と合意、効率と公 法令、判例などの 権者や地域住民 古代国家の

・選挙のしくみと課題 取り組んでいる。 正などの見方や 資料を様々な方 などの 立 場 から 歩 み と東 ア

・政治参加と世論 考え方を活用して 法 で収 集 ・選 択 理解し、その知識 ジア世界

②民主政治をより 多面的・多角的に し、政治や社会の を身 に付 けてい

９ ２節 国の政治のしくみ よく運営していく 考 察 す るととも 現状や課題など る。 Ｎｏ１３

月 ・国会の地位としくみ ためにはどのよう に、主権者として について読み取 中世社会の

・国会の働き な仕組みが必要 の政治参加のあ ったり、文章や図 ②多数決の原理 展開

・行政のしくみと内閣 か、また自分たち り方について考え 表などにまとめた や政党の役割、

・行政改革 はどのようにかか ている。 りしている。 公正な裁判の保 Ｎｏ１４

・裁判所のしくみと働き わっていけばよい 障 などについて 世界の動き

・裁判の種類と人権 かを考えようとし ②国や地方公共 理 解 す るととも と全国統一

・裁判員制度 ている。 団体の政治、裁 に、国 民の 政治

・三権の抑制と均衡 判に関する作業 参加の重要性を Ｎｏ１５

的・体験的な学習 理解している。 近世社会の

1 0 ３節 地方の政治と自治 を通して考え、そ 発展

月 ・わたしたちと地方自治 の過程や結果を

・地方自治の制度 適 切に表現 して Ｎｏ１６

・地方財政 いる。 近 代 ヨーロ

・住民参加の拡大 ッパの発展

・わたしたちの政治参加 と日本の開

国

1 1 第４章 １節 くらしと経済 ①身近な経済的 ①企業の社会的 ①経済に関する ①身近な事例を

月 わたしたち ・コンビニエンスストアの経営者にな 事象から、企業の 責任や日本の財 統計資料や新聞 もとに、消費や労 Ｎｏ１７

のくらしと経 ってみよう 生産活動、金融 政の課題などに 記 事 などを様々 働、生産と金融の 近代日本の

済 ・わたしたちの消費生活 の 働 き、国 や 地 ついて、対立と合 な方法で収集し、 仕組みや働きに 成立と発展

・消費者の権利 方公共団体の経 意、効率と公正な 家計、企業、政府 ついて理解すると

・消費生活を支える流通 済的な役割など どの見方や考え の経済活動や、 ともに、市場経済 Ｎｏ１８

について関 心を 方 を活 用 して多 現代の日本経済 の基本的な考え 二度の世界

1 2 ２節 生産と労働 持ち、経済に関す 面的・多角的に考 の課題について 方を身に付け、そ 大戦と日本

月 ・企業の役割と意義 る諸課題につい 察し、考えたこと 読み取ったり、そ の考え方を活用

・現代日本の企業 て意欲的に追究 をわかりやすく表 の結果を文章や して経済的事象 Ｎｏ１９

・働くことの意義と労働者の権利 しようとしている。 現している。 図表などに適切 をとらえている。 現代の日本

・働きやすい職場を築くために にまとめたりして と世界

②消費者問題や ②様々な経済的 いる。 ②社会資本の整

１ ３節 価格の動きと金融 労働、金融、財政 事象や現代の日 備や社会保障の Ｎｏ２０

月 ・市場経済のしくみ などと、自分の現 本経済の諸課題 充実など、国民の 歴 史 のまと

・価格の働き 在及び将来の生 について、消費者 生活と福祉の向 め

・わたしたちの生活と金融機関 活が密接にかか や生産者、労働 上のために国や

・貨幣と金融 わっていることに 者、政府、納税者 地方公共団体が Ｎｏ２１

関心を持ち、調査 などの 立場 か ら 果たしている役割 わ たしたち

２ ４節 国民生活と福祉 活動や討論など 多面的・多角的に を理解し、その知 の生活と現

月 ・政府の経済活動と租税 に積極 的に取 り 考察し、自分の考 識を身に付けて 代 社 会、人

・政府の役割 組んでいる。 えをわかりやすく いる。 間の尊重と

・社会保障のしくみ 表現している。 ③経済活動にと 日本国憲法

・少子高齢化と財政 もなう環境汚染や 民 主 政 治 ・

・公害の防止と環境の保全 自然破壊の問題 地 方 自 治 ・

・世界の中の日本経済 について理解す 国会

・経済プレゼンテーション るとともに、それ

に対して政府、企 Ｎｏ２２

業、個人などの様 内 閣 ・裁 判

々なレベルで取り 所 ・三 権 分

組 むことの 重 要 立

性 を理 解 してい 消費生活と

る。 流通・生産

Ｎｏ２３

市場経済と

金融
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国民生活と

福祉

Ｎｏ２４

地球社会と

わたしたち

公 民 のまと

め


